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ふりがな あかいわ せいしんしょうがいしゃ かぞくかい れんごうかい 

団体名 あかいわ精神障がい者家族会連合会 

代表者名 雨宮 悦恵 

連絡先 

住所 赤磐市山陽 3-3-6 

TEL 090-1331-7407 

E-mail akaiwasikaren@ymail.ne.jp 

URL  

設立年（西暦）  2022 年 

助成活動名 精神疾患を持つ方とその家族が地域で安心して暮らしていくための活動 

助成額  400,000 円 

活動内容 

目的 

精神障がい者を持つ家族は問題を家庭に中だけで抱え込み、誰にも相談できずに
いる。精神疾患は誰もがかかる病である。当事者が住んでいる地域で、安心・安
全に暮らしていくためには周りの理解と当事者に優しい環境が必須である。まず
は、家庭内でのストレスを軽減する事が第 1 である。家族の役割は大きい。再発
防止のためにも家族の関わり方が重要になってくる。 
家族が正しい知識を身に付け、よりよい行動をしていく事が大事である。 
一人でも多くの当事者と家族が救われるための活動が目的である。 
 

内容 

1.精神障がい者家族サポーター事業 
 （1）家族相談電話（あかいわ・家族ライン）  
       日 時：毎週金曜日 10：00～15：00 
 （2）家族面接相談（あかいわ・家族サロン）  

日 時：第 4 木曜日 
       場 所：赤磐市就労支援Ｂ型作業所 

NPO 法人わかたけ コミュニティカフェ わかたけ 
       参加者：1～4 名／回 
 （3）家族訪問相談（あかいわ・家族サポート）随時 
       実施件数：12 件 
       場  所：赤磐市・岡山市 
       家族訪問に行き、実際抱えている問題を聴き、解決に向けて一緒

に考える。情報提供をする。 
       （一社）わたげ の専門家に依頼した。 
 （4）かって塾（居場所）  

月 1 回  12 月は会場の都合により中止 
利用者延べ人数 86 名名／平均 8 名 

 参加費：300 円 
 川崎医療福祉大学 医療福祉部医療福祉学科 教授 長崎和則 

       氏が学生と共に参加（4 月・8 月・2 月） 
       訪問看護ステーション デューン 坂本遊 氏 7 月見学 
       備前保健所東備支所 清水優妃 氏 7 月見学 
        
2.あかいわ市家連 メンタルヘルス講座 7 回実施 
  （1～5 回目） 家族 SST 
       講 師：川崎医療福祉大学 医療福祉学部医療福祉学科 
                  教授 長崎 和則 氏 
       日 時：6/9（日）・7/7（日）・8/4（日）・9/1（日） 

10/13（日） 13：30～15：00 



       会 場：赤磐市立山陽公民館 講座視聴覚室 
       参加者：延べ人数 ８７名（平均 17 名／回） 
  ６回目  オープンダイヤローグを知る ～家族の立場で出来る事～ 

講 師：（一社）わたげ 代表 外山 薫 氏 
日 時：１１月４日（月・祝）13：30～15：30 
会 場：赤磐市立山陽公民館 第２実技医療 
参加者：12 名 

  ７回目  共に生きる～支え合い、学び合い～ 
       講師：川崎医療福祉大学 医療福祉学部医療福祉 学科 
                  准教授 田淵 泰   子 氏 

日 時：2 月 23 日（日・祝）10：00～12：00 
会 場：赤磐市立山陽公民館 講座視聴覚室 
参加者：21 名 

当初の
計画か
らの変
更点 

 
「かって塾」を加える。「かって塾」は当事者も家族も支援者もありのままの自分
でいられる場所である。一人の悩みを皆で悩み、相談し、解決の方法はないかと道
を見出していくための場所である。 
 
 

成果 

 
アンケートかより抜粋 
 ・先生がロールプレイで出される言葉はわたしの思いつかない言葉 

でした。どんな言葉でも拾う、真似したいです。 
  何年も困っている事がありますが、私の対応がかわらないからだ 
  と気付きました。 
・田淵先生の話は大変聴きやすく、内容がすごく入ってきました。 

  一言一言の言葉が命である。命を受け止めて聴く、まずここから私もやって
行こうと思いました。  

 ・相手の話を全て感覚を持って聴く、話し手の立場になり共感を持って聴く事
が大切だと解りました。 

    
 障がい者の息子を持つ母が「メンタルヘルス」講座を学び、自分の今までの息
子との関係を反省し、対応を変えていった。自分の考えを強く主張してきた彼女
が、息子の考えを聴くようになった。私たちがいくら言ってもガンとして聴く耳
を持たなかった。この事だけでもやったかいがあったと思った。もちろん他の参
加者にも変化がみられた。 

今後の課題と対
応策 

 
メンタルヘルス講座での勉強はもちろん継続したい。家族の悩みは、それぞれである。親な
き後、お金の問題、一人で暮らせるのだろうか、地域と上手くやっていけるのだろうか、な
どなど問題は多い。個々の家庭に寄り添った対応をしていきたいと思う。 
 
 
 



写真の提出 

 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
  かって塾 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                         メンタルヘルス講座 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 



 


